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Calculated MW: 54 kDa; Observed MW: 54 kDa
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BIZ1X. GATOR # T# &1k GATOR2 (C&£& L. TORC1 ¥ ¥+ L{5E%EEET % (PubMed:18692468, PubMed:25263562,
PubMed:25457612, PubMed:26449471, PubMed:26612684, PubMed:26586190) , SESN2 ~D 01 &> D#EAIE. GATOR2 &
HEEMEAEEEL. TORC ¥ 7 FIURERREEEN T S (PubMed:26449471, PubMed:26586190) . S M A b L AFEEMAHEER
HEFE. BUX ML ABLMEGRSHR ML RS TEHEHICHNTHREZR:T, MBIER ML RITXIT 242 /Y BEIR%
TORC1 /L CEICHIET 2aTaEMA$H 5 (PubMed:24947615) , SQSTM1 £+ L 1= KEAP1 O — b7 7 ¥ —DiR&E(RET 5 =
& T NFE2L2 [T & BBRILA ML RAGEICEES T 3BT OES £ ECHIEHT 50l8eA % 5 (PubMed:23274085) , 7=, BIcE
MR ML ATRTO TORCT ¥ JHIURIEIXTT % TPS3 [EEZHENT 506NN H S (PubMed:18692468) , 4 > /Xy Ed N Kif K
A UIZTLFILE RORLAFY MBTBEEEEET S (PubMed:26612684) , 2#(k PRDX1 £i8cd 9 = & TRRILA ML R
MEICEFS5T % L MEEI T\ (PubMed:15105503) . LAL, CHGHEEREATIVAL (PubMed:19113821)
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞内ロイシンセンサーとして機能し、GATOR複合体を介してTORC1シグナル伝達経路を負に制御する。ロイシンが存在しない場合には、GATORサブ複合体GATOR2に結合し、TORC1シグナル伝達を阻害する（PubMed:18692468, PubMed:25263562, PubMed:25457612, PubMed:26449471, PubMed:26612684, PubMed:26586190）。SESN2へのロイシンの結合は、GATOR2との相互作用を阻害し、TORC1シグナル伝達経路を活性化する（PubMed:26449471, PubMed:26586190）。このストレス誘導性代謝調節因子は、酸化ストレスおよび遺伝毒性ストレスに対する防御においても役割を果たす。小胞体ストレスに対するタンパク質翻訳をTORC1を介して負に制御する可能性がある（PubMed:24947615）。SQSTM1を介したKEAP1のオートファジー分解を促進することで、NFE2L2による酸化ストレス応答に関与する遺伝子の転写を正に制御する可能性がある（PubMed:23274085）。また、遺伝毒性ストレス下でのTORC1シグナル伝達に対するTP53阻害を媒介する可能性がある（PubMed:18692468）。タンパク質のN末端ドメインにアルキルヒドロペルオキシド還元酵素活性を有する（PubMed:26612684）。当初はPRDX1を還元することで酸化ストレス耐性に寄与すると報告されていた（PubMed:15105503）。しかし、これは確認されていない（PubMed:19113821）。
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	SESN2 抗体と DAPI (青) を使用した Hela 中の SESN2 (緑) の免疫細胞化学分析。
	

	SESN2 抗体を使用したマウス脾臓 C6 溶解物中の SESN2 のウエスタンブロット分析。
	

	SESN2抗体を用いたK562ライセート中のSESN2のウェスタンブロット分析

